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牧草と園芸　第67巻第５号（2019年）

１ ．はじめに

イタリアンライグラスは九州地域の最重要草種
で、統計情報が残っている2006年では、全国の66%
を占める約 ４ 万haが九州地域で作付けされてお
り、その傾向は現在も同様と思われます。イタリア
ンライグラスの栽培は、秋季に播種し、越冬させ、
翌春の出穂期を目安に収穫するのが一般的ですが、
そのような春を待っての利用だけでなく、暖地では
青刈りや年内草の利用など、冬季に利用するケース
も多く見られます。その際、注意しなければならな
いのが、「いもち病」です。毎年、その被害が確認
されているわけではありませんが、1970年代から多
発生が確認され、現在では、いもち病が回避できる
と考えられる10月になってからの播種が推奨されて
いると思います。その一方、近年では2011年と2016
年に、 9 月に播種したイタリアンライグラスが枯死
するなどの被害が出ました。この背景には、イタリ
アンライグラスを冬季に利用するケースでは 9 月に
播種することが収穫量の確保に繋がることなどか
ら、飼料生産の現場では「 9 月播種」のニーズが健
在で、いもち病が毎年問題になる病害ではないこと
もあって、慣行として続いていると思われます。

この状況に対し、いもち病抵抗性品種として極早
生品種「さちあおば」が2005年に品種登録されてい
ましたが、暖地での 9 月播種による栽培をより安定
させるため、いもち病抵抗性をさらに強化した極早
生品種「ヤヨイワセ」と早生品種「はやまき18」が
2015年、極早生品種「Kyushu 1 」が2017年に品種
登録出願され、新品種の有効利用が期待されていま
す。今回は、鹿児島県肝付町のコントラクターであ
る（株）肝付アグリさんのご協力を得て、いもち病
抵抗性が強化されたイタリアンライグラス品種を活
用する、夏播き（ 9 月播種）でのエンバクとの混播
栽培について検討しましたので、ご紹介いたしま
す。

２ ．�夏播きでのイタリアンライグラスとエ
ンバクの混播栽培

夏播きの混播栽培はこれまでにも各地で多くの試
験がなされ、適する播種時期や播種量がそれぞれに
報告されていますが、その当時と現在で混播栽培に
関係する状況が異なっています。プラスの材料とし
ては、エンバクでは 9 月下旬に播種しても年内に出
穂して収量が確保できる耐倒伏性品種がリリースさ
れていること、イタリアンライグラスでは、いもち
病抵抗性が強化された品種が利用できることがあり
ます。その一方、温暖化の影響を含めて、夏播き栽
培で播種適期とされていた 9 月上旬の播種では、雑
草の繁茂が目立つようになっていることはマイナス
の材料です。このような背景の中、夏播きの混播栽
培における播種時期、エンバク品種とその播種量に
ついて、2015年から肝付アグリさんと検討を始めま
した。

３ ．いもち病抵抗性アップの効果

2016年にいもち病による被害が各地で見られ、鹿
児島県曽於市の農家圃場では、 9 月29日に播種した
「ワセユタカ」が枯死する状況が観察され（写真
１）、私たちの試験でも 9 月1４日に播種した圃場で
いもち病の多発が見られ、年内の収量や収穫後の再
生程度（写真 ２）にイタリアンライグラスの品種間
差を観察しました。写真 ２の「さちあおば」の混播
区は、その後の草勢も不良で春の収穫は諦めること
になり、年間収量で「Kyushu 1 」と大きな差が出
ることになりました（図 １）。夏播きでエンバクと
混播すれば、イタリアンライグラスがエンバクで覆
われることになりますので、いもち病の発病・拡大
リスクが高まり、いもち病抵抗性が「さちあおば」
程度ではそのリスクには不十分であることが推察さ
れました。新品種の「ヤヨイワセ」、「はやまき
18」、「Kyushu 1 」については、2016年 9 月1４日に
播種した混播栽培においても、翌春のイタリアンラ
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イグラス収量は確保できました。

4 ．播種時期の検討

播種時期については、主に雑草との競合という視
点から検討しました。2015年に 9 月上旬（ 9 / ４ ～
8 ）の播種で現地試験を実施しましたが、16圃場の
うち 7 圃場で雑草の繁茂が激しくなり、10圃場のエ
ンバクで中程度以上の倒伏が11月中旬までに発生し
ました。収穫を断念する圃場が出たり、収穫作業に
時間がかかることになったことから、これまでの経
験も踏まえ、夏播きでの安定した飼料生産のために
は、 9 月中旬以降の播種が必要と判断し、2016年の
試験では播種を 9 月1４日と26日に行いました。

2016年 9 月1４日に播種した圃場は 2 筆で、試験区
はエンバク単播区も含めて計17区ありましたが、坪
刈調査（各区 1 ㎡× 5 地点）での各区の平均雑草量
は12. 9～４6. 5kg/a、雑草割合は27. 5～99. 7%でした。
イタリアンライグラス単播では播種量を 3 kg/10a
としましたが、年内草の刈取り調査時には、試験区

さちあおば
Kyushu 1

罹病性品種

Kyushu 1

写真 ２　�エンバクとの混播区でのイタリアンライグラスの再生
状況（２0１6. 9. １4播種、１２. １１収穫）

　　　　（２0１6年１２月２8日撮影、鹿児島県肝付町）
　　　　�「Kyushu １ 」では再生草がはっきり確認できるが、「さ

ちあおば」や「罹病性品種」では十分な再生草が確認
できない。

年内エンバク
年内雑草

年内イタリアンライグラス
翌春イタリアンライグラス

図 １　�いもち病抵抗性を強化した「Kyushu� １ 」と既存品種「さ
ちあおば」の混播栽培における乾物収量

　　　�鹿児島県肝付町、２0１6年 9 月１4日播種（播種量：
3 kg/１0a）�、エンバク：耐倒伏性品種A、１１月２8日刈
取り調査（各区 １ ㎡× ５地点）、１２月１１日収穫、 3月
２7日刈取り調査。

写真 １　「ワセユタカ」の被害状況　（雪印種苗・岡田氏提供）
　　　　（２0１6年 9 月２9日播種、１0月3１日撮影、鹿児島県曽於市）
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によっては、イタリアンライグラスを探すのに苦労
するくらい、雑草で覆われているような状況でし
た。混播区では、エンバクの播種量が少なくなると
雑草割合が大きくなる傾向でした。その一方、 9 月
26日に播種した場合は、圃場が 2 筆で、試験区は3４
区ありましたが、坪刈調査での各区の平均雑草量は
0. 1～10. 9kg/a、雑草割合は0. 2～23. ４%でした。エ
ンバク混播区よりイタリアンライグラス単播区で雑
草が多い結果でした。同じ組合せでの試験で、
9 /1４播種と 9 /26播種での結果を示したのが図 ２で
す。圃場が異なりますので同一条件での比較にはな
りませんが、播種期の違いで年内の雑草量には大き
な差が生じると考えています。

2016年はいもち病の被害が各地で観察され、雑草
との競合という点からも夏播き栽培にとっては厳し
い環境であったと思われます。そのような条件でも
9 月26日の播種では雑草との競合に負けなかったと
考えられることから、試験地である鹿児島県肝付町
のような南九州での夏播き栽培で安定した飼料生産
を図るには、播種期は 9 月下旬を目安にすべきでは
ないかと思われました。加えて、エンバクと混播す
ることにより、雑草の生育を抑制することができる
と考えられました。

5 ．エンバク品種とその播種量の検討

夏播きでの混播栽培で利用するエンバク品種につ
いては、これまでの知見から、耐倒伏性に優れ、 9

月下旬に播種しても安定して年内に出穂する特性を
有する品種である必要があると考え、鹿児島県肝付
町での現地試験の結果を踏まえ、「スナイパー」を
選定しました。2017年の試験では、「スナイパー」
の播種量を100粒、150粒、200粒/㎡（千粒重からそ
れぞれ、４. 1、6. 2、8. 3kg/10aに相当）とし、いも
ち病抵抗性イタリアンライグラス品種を 3 kg/10a
で 9 月23日に混播しました。イタリアンライグラス
品種については、極早生の「Kyushu 1 」、「ヤヨイ
ワセ」、早生の「はやまき18」を供試しました。一
連の試験結果の一部を図 3と図 4に示しました。図

年内エンバク
年内雑草

年内イタリアンライグラス
翌春イタリアンライグラス

図 ２　�イタリアンライグラスとエンバクとの混播栽培におけ
る播種日の違いと乾物収量

　　　�２0１6年に鹿児島県肝付町で実施。イタリアンライグラ
ス：Kyushu� １ 、エンバク：耐倒伏性品種A。

　　　�9 /１4播種：１１月２9日刈取り調査、１２月１１日収穫、 3
月２7日刈取り調査。

　　　�9 /２6播種： １月１１日刈取り調査、 １月２8日収穫、 3
月２7日刈取り調査。

年内エンバク
年内雑草

年内イタリアンライグラス
翌春イタリアンライグラス

図 3　�異なったエンバク播種量における混播栽培における乾
物収量

　　　�２0１7年 9 月２3日に播種（鹿児島県肝付町）。イタリア
ンライグラス：Kyushu� １ 、エンバク：スナイパー。
イタリアンライグラスの播種量は 3 kg/１0a。２0１8年 １
月１0日に刈取り調査、 １月２１日収穫、 3月２8日刈取り
調査。

年内エンバク
年内雑草

年内イタリアンライグラス
翌春イタリアンライグラス

図 4　�異なったイタリアンライグラス品種における混播栽培
での乾物収量

　　　�２0１7年 9 月２3日に播種（鹿児島県肝付町）。エンバク：
スナイパー。イタリアンライグラスの播種量は
3 kg/１0a。２0１8年 １ 月１0日に刈取り調査、 １月２１日収
穫、翌春の「Kyushu� １ 」と「ヤヨイワセ」は 3月２8日、
「はやまき１8」は 4月１9日に刈取り調査。
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3は、イタリアンライグラスの極早生品種「Kyushu 
1 」を供試したもので、年内の収量はエンバク播種
量の多少に応じた結果になっています。一方、翌春
のイタリアンライグラス収量は、混播区のエンバク
播種量間では有意な差はなく、この点は図 4の試験
や図 ２の 9 /26播種でも同様でした。

2016年と2017年の結果から、エンバクを100粒/㎡
（2017年の「スナイパー」では４. 1kg/10a）で混播
すると、 9 月下旬播種で年内の乾物収量は50kg/a
以上、翌春のイタリアンライグラス乾物収量はイタ
リアンライグラス単播の70%以上を確保することが
できました。一方、200粒/㎡（2017年の「スナイ
パー」では8. 3kg/10a）の播種については、図 ２で
示しました2016年 9 /26播種のようなエンバクの生
育が十分に確保できる場合は、播種量を多くするメ
リットが活かされていません。これらのことから、
暖地で 9 月下旬に播種する混播栽培ではエンバク播
種量を、100粒～150粒/㎡（2017年の「スナイパー」
では４. 1～6. 2kg/10a）で設定するのが妥当と考えま
した。

6 ．今後の展開

ご協力いただいた肝付アグリさんは、現在、作業
受託を含め、750筆、182haの圃場で飼料生産を行っ
ています。夏播きでの混播栽培は、作業が集中する
秋季の播種作業を少しでも前倒しできないかという
ことで、年内の収量をしっかり確保することを前提
に検討を始め、2018年の夏播きでは混播栽培（ 9 月
下旬播種、エンバク播種量： 5 ～ 6 kg/10a、イタ
リ ア ン ラ イ グ ラ ス 播 種 量： 3 kg/10a） を４5筆・
7 haで導入され、イタリアンライグラス早生品種
の利用で手応えを感じられています。エンバクの播
種量については、上述のような一定の目安を付ける
ことができましたが、翌春のイタリアンライグラス
収量は年内草の収穫時期で影響されると考えられま
す。その反応は、イタリアンライグラス品種の早晩
性で異なり、実際、早生品種の利用で手応えを感じ
られたということは、これまでの年内草の収穫時期
が早生品種に適していたように思われます。また、
その手応えの一つに翌春のイタリアンライグラスの
倒伏が少なくなったことがあります。通常の秋播き

栽培（11月に播種）では、収穫作業に入る頃には倒
伏している場合が多いのですが、混播栽培でのイタ
リアンライグラスは倒伏しにくくなっており、収量
は秋播き栽培より少なくなっていますが、作業性は
良好だということです。

これまでの検討で、年内草の収穫時期の他、年内
草収穫後の追肥のタイミングと翌春の収量との関係
も話題に上がっています。これらに加え、収量と作
業性のバランスなどの視点から混播栽培の導入が経
営全体にどのような効果をもたらすのか、などを関
係する方々と取り組んでいきたいと考えています。

夏播きでの飼料生産は、これまでも圃場の有効活
用、作業やリスクの分散に貢献してきた作型です。
混播栽培を選択肢の一つとして位置付けることで、
夏播き栽培を暖地の飼料生産において、より柔軟で
効果的な作型として発展させていきたいと考えてい
ます。
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